
灰色かび病 
英名：Gray mold 

病原：Botrytis cinerea（不完全菌類） 

  

葉の被害 幼果の被害 

 

生態と防除 

伝染源 ： 落葉や枯れ草上の分生子 

発症部位 ： 葉、果実 

発生の経過 ： 花弁や若葉で病原菌が増殖し、開花期に雨が多かったり、花弁が遅くまで落ち

ずに残ったりすると果実発病が多くなる。  

防除対策 ： 落弁期から幼果期に薬剤防除を行う。 

園の通風をよくする。 

 


